
問題と目的

演奏不安 (music performance anxiety) とは，音

楽の演奏場面において演奏者に引き起こされる不

安であり (Steptoe, 2001)，多くの演奏家を悩ませ

ている問題である (Van Kemenade, Van Son, & Van

Heesch, 1995; Wesner, Noyes, & Davis, 1990)。

演奏不安には，パフォーマンス（演奏の出来）

を高めるような適応的要素（e.g., 覚醒水準の増大）

とパフォーマンスを損なうような不適応的要素

（e.g., 集中力の低下）がある (Wolfe, 1989)。現在，

演奏不安に特に苦しむ者に対しては，薬物療法や

心理療法が実践されている (Brotons, 1994) が，適

応的要素までもが抑制されることで，逆にパ

フォーマンスが低下してしまう場合もある。例え

ば，精神安定剤の服用によって過鎮静の状態とな

り，演奏に失敗することがある（頼島，2004）が，

この場合は覚醒という適応的要素が過度に抑制さ

れた例だと言える。このような誤った対策や介入

を避けるためには，ターゲットを不適応的要素に

絞るべきである。そのためには，演奏不安の不適

応的要素を適切にアセスメントすることが必要不

可欠である。

Spielberger (1966) は，覚醒や緊張に特徴づけら

れるような今現在の感情状態を“状態不安”，あ
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る状況を脅威と知覚し，そうした状況に対しさま

ざまなレベルの状態不安を示す傾向を“特性不安”

と呼んだ。特性不安の高い者ほど状況を脅威とみ

なし，その状況に対してより強い状態不安を示す

と考えられる。こうした考え方を“不安の状態－

特性理論 (state-trait theory of anxiety)”と呼ぶ。

この理論はスポーツにおける競技不安にも適用さ

れ，“競技状態不安”，“競技特性不安”という概

念が生まれた (Martens, Vealey, & Burton, 1990)。

本研究では，スポーツ心理学の先行研究にならい，

演奏不安を「演奏状況に直面した際の感情状態」

と定義される“演奏状態不安 (state music per-

formance anxiety)”と「演奏場面を脅威と知覚

し，さまざまなレベルの演奏状態不安を示す傾向」

と定義される“演奏特性不安 (trait music perform-

ance anxiety)”に分けて考える。演奏特性不安が

高い者ほどストレスフルな演奏状況において演奏

状態不安が高まりやすいと考えられる。また，

Martens et al. (1990) の報告では，特性不安に比べ

て状態不安のほうが，スポーツのパフォーマンス

との関連が強い。したがって，スポーツと同様に，

練習時に中枢神経系及び筋肉の訓練により高めた

運動としてのパフォーマンス (Caland, 1921 原田

訳 1998) をステージ上で再現するためには，演奏

状態不安を適切にコントロールすることが重要に

なると考えられる。

演奏不安の測定に関して，これまでに Perfor-

mance Anxiety Questionnaire（以下 PAQ, Cox &

Kenardy, 1993），Kenny Music Performance Anxiety

Inventory（以下 K-MPAI, Kenny, Davis, & Oates,

2004），Performance Anxiety Inventory（以下 PAI,

Nagel, Himle, & Papsdorf, 1989），Adaptive Anxiety

Scaleと Maladaptive Anxiety Scale（以下 AASと

MAS, Wolfe, 1989），演奏不安尺度（塚本・岩永・

生和，1996）など多数の尺度が開発されてきた。

しかしながら以下のような問題により，いずれの

尺度も広く実用化されるには至っていない。第一

に，上で挙げたいずれの尺度も演奏特性不安を測

定する尺度であり，実際の演奏場面での感情状態

が反映されているとは言い難い。第二に，PAQ，

K-MPAI, PAI，演奏不安尺度においては，演奏不安

の適応的要素と不適応的要素が明確に区別されて

いない。第三に，PAQ，PAI，AASと MASは，別

の不安尺度を演奏用に改変したのにも関わらず，

十分に信頼性及び妥当性が検証されていない。

このような状況の中，現在までのところ演奏状

態不安を測定するのに最も広く利用されているの

が State-Trait Anxiety Inventory（以下 STAI, Spiel-

berger, Gorsuch, & Lushene, 1970）の状態不安尺

度である (Brodsky, 1996)。この尺度は一時的な感

情状態の測定に特化して開発されたものであり，

演奏前後の不安の変動を捉えるのに適している。

さらに，不適応的な演奏不安を持つ演奏家ほど，

演奏前に状態不安が高まりやすいことが示されて

いる (Wolfe, 1990)。ただし STAIを演奏状態不安

に適用した際の信頼性及び妥当性については，十

分に検証されてはいない。そこで本研究の第一の

目的は，従来の演奏不安尺度よりも実際の感情状

態を反映すると考えられる STAIの状態不安尺度を

用いることで，不適応的演奏状態不安の測定方法

の改善を図り，その信頼性及び妥当性を検討する

こととした。

演奏者が，自ら抱く不安に対して適切に対処

し，十分なパフォーマンスを実現するためには，

単に演奏状態不安を測定するだけでなく，演奏状

態不安に影響する要因を解明することが必要とな

る。先行研究においては，こうした要因として，

楽器の訓練年数 (Hamann & Sobaje, 1983)，性別，

審査の有無などの演奏条件，会場の音響 (Brotons,

1994)，パーソナリティ (Cox & Kenardy, 1993; Mor,

Day, Flett, & Hewitt, 1995) などが示唆されてきた。

これらを大きく分類すると外的要因（e.g., 審査の

有無）と内的要因（e.g., パーソナリティ）の 2つ

に分かれるが，全ての音楽コンクール及び多くの

演奏会において，演奏者自身が会場の音響等の外

的要因をコントロールすることはできず，与えら
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れた環境の中で演奏することが求められる。よっ

て，どのような環境においても自身の最高のパ

フォーマンスを目指すためには，内的要因に対す

る対策を行うことがより重要となる。そこで本研

究の第二の目的は，演奏状態不安の内的要因を探

ることとした。

先行研究の中で最も注目されてきた内的要因は，

対人不安と完全主義である。

先行研究においては，演奏不安はこの対人恐怖 4)

のサブタイプであるという考えがあり (Clark &

Agras, 1991; Turner & Biedel, 1989)，演奏不安の強

い演奏家には対人恐怖を経験する者が多い (Step-

toe & Fidler, 1987) ため，演奏状態不安と対人不安

との間に関連が認められる可能性が高い。その一

方で Osborne & Franklin (2002) は，演奏不安は対

人恐怖とは異なる精神疾患であると主張した。彼

らの研究においては，演奏不安の高い参加者のう

ち，DSM-Ⅳの基準で対人恐怖と診断された者の割

合は 3割に満たなかった。また“対人恐怖の認知

行動モデル (Rapee & Heimberg, 1997)”が演奏不

安に当てはめられるならば，演奏不安の高い者ほ

ど，「聴衆が求めると考えられる演奏レベルの基

準」と「実際に得られると予想される聴衆からの

評価」とのずれ (discrepancy) が大きいと考えら

れる。しかし実際には，このずれは演奏不安の高

さを有意に予測せず，対人恐怖の認知行動モデル

によって演奏不安を完全に説明できないことが示

された。Osborne & Franklin (2002) の研究結果は，

演奏不安の内的要因として，対人不安以外の要因

を考慮する必要性を示唆している。

完全主義については，自己志向的完全主義 (self-

oriented perfectionism) が強い舞台芸術家（演奏

家，俳優，ダンサー）ほど不適応的な不安が高い

傾向が見出されている (Mor et al., 1995)。一方，

オペラ歌手に対して調査を実施した研究では，独

唱では演奏不安と完全主義の間に有意な正の相関

が見られたものの，合唱では演奏不安と完全主義

の間に有意な相関は見られなかった (Kenny et al.,

2004)。

このように，現在までのところ，対人不安，完

全主義のいずれについても，演奏不安との関係に

ついて安定した結果が得られていない。その原因

として，対人不安，完全主義のとらえ方が不適切

であった可能性がある。先行研究では，これらの

要因が一元的にとらえられる傾向にあった。だが，

これらの変数は多次元的な構造をしているという

示唆が得られており（Frost, Marten, Lahart, &

Rosenblate, 1990; Leary, 1983; 小堀・丹野, 2004;

Kobori & Tanno, 2005），概念を構成する要素の一

部のみが不適応的な演奏不安の要因となっている

可能性がある。そこで本研究では，対人不安，完

全主義を細分化して測定することで，この可能性

を検討した。

対人不安については，対人場面の構造に基づい

て概念を分類した Leary (1983) の研究を援用した。

彼は，対人状況における行動の随伴性という観点

から対人不安を 2つに分けた。その人の行動が他

人の反応に依存する状況は随伴的対人状況と呼ば

れ，そこで生じる不安を“相互作用不安 (interac-

tion anxiousness)”という。一方，その人の行動

が他人の反応に影響されない状況は非随伴的対人

状況と呼ばれ，そこで生じる不安を“聴衆不安

(audience anxiousness)”という。本研究では，演

奏者が事前に準備した曲を聴衆の前で練習通りに

演奏しようとする非随伴的対人状況を対象として

いたため，相互作用不安よりも聴衆不安の傾向の

ほうが，演奏状態不安に大きな影響を与えると考

えられる。

完全主義については，これまで演奏不安との関

連を検討する際に，適応的な側面と不適応的な側

面を併せ持つパーソナリティである (Hamachek,

1978) 点が考慮されてこなかった (Mor et al., 1995;

Kenny et al., 2004)。しかしながら，パフォーマン
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スを損なうような不適応的演奏不安は完全主義の

不適応的側面との結びつきが強いと考えられるた

め，完全主義の両側面を区別して測定する必要が

ある。小堀・丹野 (2004) は，こうした完全主義

の多面性に着目し，個人の中に蓄積された情報で

あるセルフ・スキーマ 5)としての“自己志向的完

全主義”が活性化すると，意識化された思考とし

て適応的な認知，不適応的な認知の双方が生じる

というダイナミックな関係を想定した。彼らがこ

の考えに基づいて開発した，完全主義認知を多次

元で測定するための Multidimensional Perfection-

ism Cognition Inventory（以下 MPCI）は，完全主

義の適応的側面，不適応的側面と演奏状態不安の

関連を検討する上で有用であると言える。MPCIに

よって測定される完全主義認知には，「高い目標

を設定し追求しようとする認知」と定義される

“高目標設置 (personal standards)”，「ミスや失敗

に対して自己批判する認知」と定義される“ミス

へのとらわれ (concern over mistakes)”，「完全性

を衝動的に追求する認知」と定義される“完全性

追求 (pursuit of perfection)”が含まれている。こ

のうち，“高目標設置”は適応的認知，残り 2つ

は不適応的認知であると想定され，“完全性追求”

は強迫性障害や摂食障害に特異的な認知とされ

た。

では，自己志向的完全主義及び 3つの完全主義

認知と演奏状態不安はどのように関連するだろう

か。自己志向的完全主義は，元来不適応的なパー

ソナリティ特性として導入された概念であった

(Hewitt & Flett, 1991) が，その後，因子分析を用い

て，自己志向的完全主義が適応的完全主義に分類

された研究もある (Cox, Enns, & Clara, 2002; Frost,

Heimberg, Holt, Mattia, & Neubauer, 1993)。また，

Kobori & Tanno (2005) は，自己志向的完全主義は

高目標設置やミスへのとらわれに影響を与えるが，

ポジティブ感情やネガティブ感情には直接的に影

響を与えないことを示した。本研究では，演奏不

安の不適応的な要素を測定しているため，演奏状

態不安と自己志向的完全主義とは，ほとんど関連

しないと考えられる。また同様の理由で，適応的

認知である高目標設置と演奏状態不安の関連はな

いと考えられる。完全性追求は不適応的な認知で

はあるものの，強迫性障害や摂食障害に特異的な

ものであり，演奏不安と関係があるとは考えづら

い。一方ミスへのとらわれは，一般的なネガティ

ブ感情と正の相関があることが示されており（小

堀・丹野，2004），さらに，ミスについて心配す

る傾向と演奏不安の間に有意な正の相関があるこ

とも示されている (Liston, Frost, & Mohr, 2003) 。

よって，3つの完全主義認知のうち，ミスへのと

らわれのみが演奏状態不安に影響を及ぼすと考え

られる。

以上の議論を踏まえ，本研究では対人不安と完

全主義が演奏直前の状態不安に与える影響を検討

した。その際，以下の仮説を検証した。

仮説 1：対人不安のうち，聴衆不安のみが演奏

直前の状態不安に正の影響を与える。

仮説 2：自己志向的完全主義は，演奏直前の状

態不安と直接的に関連しない。

仮説 3 ： 3 つの完全主義認知（小堀・丹野，

2004）のうち，ミスへのとらわれのみが演奏直前

の状態不安に正の影響を与える。

方　　法

調査協力者

ピアノサークルに所属する大学生，大学院生 77

名（男性 46名，女性 31名），平均年齢 20.5歳

(SD�2.0, range 18–30) であった。調査協力者は，

全員がサークル主催の定期演奏会のステージ上に

おいて，独奏でピアノ曲を演奏した。演奏時間は

全て 10分以内であった。
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手続き

ピアノサークルの定期演奏会の際に，質問紙調

査を実施した。事前にサークルのホームページや

配布物を利用して，演奏者がステージ上で実力を

発揮する方法を探る上で本調査が重要であること，

結果をフィードバックすることをサークルの会員

に伝え，協力を募った。

それぞれの出番の 1時間前から演奏が始まるま

での間に“演奏前の質問紙”に回答してもらった。

演奏終了直後に“演奏後の質問紙”を配布した。

普段の精神状態に戻ったと自己判断ができてから

落ち着いて回答するように教示し，3日間の演奏

プログラムの最終日を回収の締め切りとして設定

した。

質問紙

演奏前の質問紙

(1) STAI (Spielberger et al., 1970) 日本語版（清

水・今栄，1981）の状態不安 (A-State) 測定尺

度：現在感じている不安についての 20項目（e.g.,

固くなっている）に対し，「全くそうでない (1)」

から「全くそうである (4)」の 4件法で回答して

もらい，演奏状態不安の程度を測定した。

(2) MPCI（小堀・丹野 , 2004）：高目標設置

（e.g., 目標は高いほどやりがいがある），完全性追

求（e.g., 完ぺきにやらなければ安心できない），ミ

スへのとらわれ（e.g., ここでまちがえるなんて情

けない）という 3つの下位尺度（各 5項目）から

なる質問紙である。今現在，その考えや似た考え

がどのくらいの頻度で頭に浮かんでくるかを答え

るよう教示し，「全くない (1)」から「いつもある

(4)」の 4件法で回答してもらった。MPCIは状況

に応じて変化する完全主義認知を記述できると考

えられる（小堀・丹野，2004）ため，演奏直前に

実施することで，まさに演奏状況に直面している

際に生じている完全主義認知を測定した。

演奏後の質問紙

(1) STAI (Spielberger et al., 1970) 日本語版（清

水・今栄，1981）の状態不安 (A-State) 測定尺

度： 4件法で回答してもらい，演奏後の状態不安

の程度を測定した。

(2) Hewitt & Flett (1991) の Multidimensional

Perfectionism Scaleの邦訳版である多次元完全主

義尺度（大谷・桜井，1995）のうち，“自己志向

的完全主義”：完全主義的な信念に関する全 15項

目（e.g., することは完ぺきにしないと安心できな

い）からなる質問紙である。普段の自分にどの程

度当てはまるかを答えるよう教示し，「全く当て

はまらない (1)」から「かなり当てはまる (7)」の

7件法で回答してもらった。自己志向的完全主義

は個人内で安定したセルフ・スキーマとして位置

づけられる（小堀・丹野，2004）ため，演奏後に

落ち着いてから回答してもらうことで，平常時の

特性的傾向を測定した。

(3) 相互作用不安尺度（Interaction Anxiousness

Scale, Leary, 1983; 岡林・生和，1991）：随伴的対

人状況に関する全 15項目（e.g., 偶然人と一緒に

なっただけでも神経質になることがしばしばある）

からなる質問紙である。普段の自分にどの程度当

てはまるかを答えるよう教示し，「全くその傾向

はない (1)」から「非常に当てはまる (5)」の 5件

法で回答してもらった。個人内で安定した相互作

用不安傾向を測定するため，演奏後に落ち着いた

状態で回答してもらった。

(4) 聴衆不安尺度（Audience Anxiousness Scale,

Leary, 1983；岡林・生和，1991）：非随伴的対人

状況に関する全 12項目（e.g., 聴衆の前で話すと

き，考えがまとまらなくなってしまう）からなる

質問紙に対し，相互作用不安尺度と同様の教示方

法により 5件法で回答してもらった。個人内で安

定した聴衆不安傾向を測定するため，相互作用不

安尺度と同様，演奏後に落ち着いた状態で回答し

てもらった。

(5) 演奏不安尺度（塚本他，1996）：音楽の実技

試験状況に合わせて項目が作成されていたため，

一般的な演奏状況に合わせて言葉を微調整したう
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えで 6)用いた。演奏中の身体症状の知覚 7)に関す

る 8項目（e.g., 演奏中は心臓がドキドキしてしま

う），身体症状知覚以外の演奏中の不安反応に関

する 7項目（e.g., 失敗したときのことを考えると

演奏に集中できない），演奏後の不安反応に関す

る 6項目（e.g., 演奏が終わるたびに自分は下手だ

とつくづく思う）の全 21項目から構成されてい

た。普段演奏会に出演する際に，その不安反応が

どの程度の頻度で生じるかを答えるよう教示し，

「全くそのように感じない (1)」から「演奏会の際

にはいつもそのように感じる (4)」の 4件法で回

答してもらった。個人内で安定した演奏特性不安

傾向を測定するため，演奏後に落ち着いた状態で

回答してもらった。“不安の状態－特性理論 (state-

trait theory of anxiety)”によれば，演奏特性不安

の高い者ほど演奏状態不安も高まりやすいと考え

られるため，STAI状態不安尺度との相関を分析す

ることにより，構成概念妥当性の検討を行った。

結　　果

各尺度の平均値，標準偏差，信頼性係数を

Table 1に示す。信頼性係数の値より，いずれの尺

度も十分な内的一貫性が確認された。演奏前後の

状態不安の高さを比較したところ，演奏前の状態

不安尺度得点は，演奏後に比べて有意に高くなっ

ていた (t(52)�4.62, p�.001)。

また，演奏前後の状態不安尺度得点と演奏不安

尺度（塚本他，1996）得点の相関を算出した

(Table 2a)。演奏前の状態不安は，演奏中の不安
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6)「試験」という言葉を「演奏」に，「採点者」を「聴

衆」に置き換えた。

7) 塚本他 (1996) では，「手足や指先の身体症状」と

「全身的な身体症状」に分かれていたが，本研究では

この区別は不必要であり，「身体症状知覚以外の演奏

中の不安反応」や「演奏後の不安反応」と項目数の

バランスがとれないため，1つにまとめた。

Table 1 各尺度の基本統計量

尺度 平均 SD a

状態不安（前） 52.11 10.49 .90

状態不安（後） 43.03 12.00 .89

高目標設置 14.27 3.79 .88

ミスへのとらわれ 10.05 3.33 .78

完全性追求 9.90 3.96 .88

自己志向的完全主義 65.00 13.48 .83

相互作用不安 48.03 10.27 .81

聴衆不安 40.09 8.56 .86

身体症状の知覚 18.97 4.56 .78

身体症状以外 12.32 3.54 .75

演奏後の反応 14.84 4.29 .81

注．状態不安（前）：「演奏前の質問紙」の STAI状態不安

測定尺度 (Spielberger et al., 1970；清水・今栄，1981)，状

態不安（後）：「演奏後の質問紙」の STAI状態不安測定尺

度 (Spielberger et al., 1970；清水・今栄，1981)，自己志向

的完全主義：多次元完全主義尺度（Hewitt & Flett, 1991；

大谷・桜井, 1995）の下位尺度，高目標設置，ミスへのと

らわれ，完全性追求： MPCI（小堀・丹野，2004）の下位

尺度，相互作用不安：相互作用不安尺度 (Leary, 1983；岡

林・生和， 1991)，聴衆不安：聴衆不安尺度（ Leary,

1983；岡林・生和，1991），身体症状の知覚：演奏不安尺

度（塚本他，1996）の「演奏中の身体症状の知覚」尺度，

身体症状以外：演奏不安尺度（塚本他，1996）の「身体症

状知覚以外の演奏中の不安反応」尺度，演奏後の反応：演

奏不安尺度（塚本他，1996）より「演奏後の不安反応」尺

度。

Table 2 尺度間相関

a STAI状態不安測定尺度とその他の変数の相関

状態不安（前） 状態不安（後）

身体症状の知覚 .39** .22†

身体症状以外 .37** .37**

演奏後の反応 .08 .43***

高目標設置 �.05 �.03

ミスへのとらわれ .38** .21

完全性追求 .09 .23

自己志向的完全主義 .12 .05

相互作用不安 .25 .10

聴衆不安 .58*** .00

注．上段は演奏不安尺度（塚本他, 1996）との相関，下段

は対人不安，完全主義各尺度との相関係数を表す。略語の

意味は，Table 1と同様。† p�.10, ** p�.01, *** p�.001

b 完全主義認知と自己志向的完全主義の相関

高目標 ミスへの 完全性

設置 とらわれ 追求

自己志向的完全主義 .46** .40** .64***

注．略語の意味は，Table 1と同様。** p�.01, *** p�.001



反応の身体症状，身体症状以外のいずれの尺度と

も有意な正の相関をもった（身体症状： r(49)�

.39, p�.01; 身体症状以外： r(51)�.37, p�.01）が，

演奏後の不安反応との間には相関は認められな

かった。一方演奏後の状態不安は，演奏後の不安

反応及び演奏中の身体症状以外の不安反応と有意

な正の相関をもった（演奏後の反応： r(62)�.43,

p�.001; 身体症状以外： r(62)�.37, p�.01）。

次に，完全主義，対人不安各尺度と演奏前後に

測定した状態不安尺度の相関を算出した (Table

2a)。演奏後の状態不安は，いずれの尺度とも有

意な相関をもたなかった。一方，演奏前の状態不

安とミスへのとらわれ（小堀・丹野，2004）の間

には，有意な正の相関が認められた (r(55)�.38,

p�.01)。さらに，演奏前の状態不安と聴衆不安尺

度 (Leary, 1983) の間にも有意な正の相関が認めら

れた (r(49)�.58, p�.001)。演奏前の状態不安は，

自己志向的完全主義 (Hewitt & Flett, 1991) 尺度や

MPCI（小堀・丹野，2004）のその他の下位尺度，

相互作用不安尺度 (Leary, 1983) とは，有意な相関

をもたなかった。

また，小堀・丹野 (2004) の想定した自己志向

的完全主義と完全主義認知との関係を確認するた

め，それらの相関を算出した (Table 2b)。3つの

完全主義認知のいずれも，自己志向的完全主義と

有意な正の相関をもった（高目標設置：

r(50)�.46, p�.01; ミスへのとらわれ： r(50)�.40,

p�.01; 完全性追求： r(50)�.64, p�.001）。

ミスへのとらわれと聴衆不安のみが演奏前の状

態不安と有意な相関をもったため，以下，これら

が演奏状態不安に与える影響を検討した。これら

2変数の分布を見ると，ミスへのとらわれには明

らかな二峰性が見られたため，連続変数として扱

うことが不適切だと判断し，ミスへのとらわれ，

聴衆不安，演奏前の状態不安のいずれにも欠損値

のなかった 49名のデータを，分布に基づいて高・

中・低の 3群に分け 8)，このうち高群 (N�15) と

低群 (N�21) を以下の分析に用いることとした。

なお，聴衆不安については連続変数のまま扱った。

ミスへのとらわれ及び聴衆不安の交互作用の可

能性を考慮し，ミスへのとらわれ，聴衆不安，そ

れらの交互作用を独立変数，演奏直前の状態不安

を従属変数とする一般線形モデルで分析したとこ

ろ，これら 3変数とも有意に状態不安を予測して

いた (Table 3)。

2変数の交互作用が有意となった (F (1,30)�

6.46, p�.05) ため，ミスへのとらわれの高群と低

群のそれぞれについて，独立変数を聴衆不安，従

属変数を演奏前の状態不安とする単回帰分析を

行った (Table 4)。ミスへのとらわれ高群において

は，聴衆不安の回帰係数が有意になった (b�1.25,

p�.01) のに対し，低群においては有意にならな

かった。演奏直前にミスへのとらわれ認知が高い
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8) 2つのピークが見られたため，上下の山をそれぞれ高

群，低群とし，残りを中群とした。そして高群と低

群を比較することで，2群に分けた時よりも高い検

出力をもって，「ミスへのとらわれ」が演奏前の状態

不安に及ぼす影響を検討できるよう工夫した。

Table 3 演奏直前の状態不安を従属変数とした一般線形モデルの分析結果

自由度 平方和 平均平方 F p

ミスへのとらわれ 1 369.48 369.48 4.93 .034

聴衆不安 1 1053.04 1053.04 14.04 �.001

交互作用 1 484.75 484.75 6.46 .016

残差 30 2249.75 74.99

全体 33 4488.11

注．決定係数：.4987。交互作用：ミスへのとらわれと聴衆不安の交互作用。その他の略語の意味は，Table 1，2と同様。



群のみ，聴衆不安傾向が演奏直前の状態不安に正

の影響を与えていた (Figure 1)。また，回帰係数

の差の検定を行ったところ，ミスへのとらわれ高

群の方が低群に比べて回帰直線の傾きが有意に大

きかった (t(32)�2.37, p�.05)。

考　　察

本研究の目的は，STAI (Spielberger et al., 1970)

の状態不安尺度を用いて演奏状態不安を測定する

ことで先行研究の問題点を克服し，その際の信頼

性及び妥当性を検討すること，そして対人不安傾

向及び完全主義認知が演奏状態不安にどのように

関連しているかを明らかにすることであった。

まず，演奏前後に STAIを用いて測定した状態

不安は，十分な内的一貫性が確認されただけでな

く，演奏後に比べて演奏前に有意に高まっており，

不安の経時的変化が反映されていた。Cox & Ke-

nardy (1993)，Kenny et al. (2004)，Nagel et al.

(1989)，Wolfe (1989) などでは，平常時に演奏特

性不安を測定していたため，得られた結果が演奏

場面の不安状態を必ずしも反映していない可能性

があったが，本研究では，実際の演奏場面に直面

した際の演奏者の感情状態の変化を反映した演奏

状態不安の測定に成功したと言える。

また，塚本他 (1996) の演奏不安尺度によって

測定した演奏特性不安と演奏前の状態不安との関

連を検討した。演奏中の不安反応が特性的傾向と

して高い者ほど，実際に演奏場面に直面した際の

状態不安も高まる傾向が認められ，“不安の状態 –

特性理論”(Spielberger, 1966) を支持する結果と

なり，構成概念妥当性が示された。一方，演奏後

の不安反応傾向と演奏前の状態不安の間には相関

が認められなかったことから，STAIを用いて演奏

直前に測定された状態不安は，演奏直前及び演奏

中の不安の高まりを選択的に捉える指標として適

切であることが示された。こうした結果から，

STAIの状態不安尺度を演奏状態不安に適用する際

の信頼性及び妥当性が示唆された。しかし本研究

においては基準連関妥当性の検討がなされておら

ず，構成概念妥当性の検討に利用した演奏不安尺

度（塚本他，1996）の信頼性及び妥当性は十分に

検証されているとは言い難い。今後，研究の積み

重ねによって，演奏状態不安の測定に STAIを適

用する際の信頼性及び妥当性をさらに検証してい

く必要がある。

演奏後の状態不安と演奏特性不安の関連を検討

したところ，塚本他 (1996) の尺度によって測定し

た演奏後の不安反応と演奏後の状態不安の間には

有意な正の相関があり，演奏終了後にその演奏に

ついて憂慮する傾向のある者ほど実際の演奏後の

状態不安も高い傾向が認められた。また，演奏中

の不安反応と演奏後の状態不安との間に有意また

は有意傾向の相関が認められた。ただし本研究に
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Table 4 ミスへのとらわれ高低群それぞれの単回帰分

析結果

低群 高群

回帰係数 0.26 1.25**

R 2 0.04 0.58

自由度調整済 R 2 �0.01 0.55

F 0.85 17.81**

注．低群：ミスへのとらわれ低群，高群：ミスへのとらわ

れ高群。** p�.01

注．破線はミスへのとらわれ低群，実線はミスへ
のとらわれ高群の近似直線を示す。

Figure 1 ミスへのとらわれ高群・低群における聴衆
不安と演奏直前の状態不安の関係



おいては，演奏後の状態不安と演奏特性不安が同

一の質問紙で測定されたことにより，実際よりも

相関が高くなった可能性がある。これらの関係を

さらに検討するためには，演奏特性不安の測定を

別の日程で実施する必要がある。

次に，対人不安と完全主義が演奏状態不安に与

える影響を検討した。Leary (1983) の分類した対

人不安のうち，聴衆不安のみが演奏状態不安との

間に有意な正の相関を示した。演奏状態不安と聴

衆不安傾向の結びつきが強いという結果は，本調

査の演奏形式を大きく反映していると考えられる。

多くの出演者は，ステージの照明のみが明るく点

灯された状態で，客席に対して横を向いてピアノ

をソロで演奏した。聴衆との際立った相互作用は

なく，典型的な非随伴的状況であった。ゆえに，

非随伴的状況で不安を感じやすい者ほど，本調査

において演奏状態不安が高まったという結果は，

妥当である。Steptoe & Fidler (1987)，Clark &

Agras (1991)，Turner & Biedel (1989) などの先行

研究では，対人恐怖と演奏不安の関連が示唆され

ていたが，対人不安との関係は不明確であった。

本研究では，対人不安傾向を細分化して測定する

ことで，相互作用不安傾向は演奏状態不安とはほ

とんど関連しないが，聴衆不安傾向は関連するこ

とが明らかになった。

完全主義認知を生じさせる自己志向的完全主義

は，演奏状態不安には影響を与えず，仮説 2が支

持された。3つの完全主義認知の中では，ミスへ

のとらわれのみが演奏状態不安と有意な正の相関

をもった。一方，ミスへのとらわれと自己志向的

完全主義の間にも有意な正の相関が認められた。

Kobori & Tanno (2005) は，構造方程式モデルに

よって，自己志向的完全主義はミスへのとらわれ

に正の影響を与え，ミスへのとらわれはネガティ

ブ感情に正の影響を与えるが，自己志向的完全主

義はネガティブ感情に直接の影響を与えないこと

を示した。本研究で扱った演奏状態不安はネガ

ティブ感情の一種であり，この結果は Kobori &

Tanno (2005) を支持するものである。セルフ・ス

キーマとしての自己志向的完全主義が活性化され

て不適応的認知であるミスへのとらわれが生じ，

不適応的な演奏不安を高めるという構造が示唆さ

れた。

一方，聴衆不安傾向とミスへのとらわれ認知の

交互作用が演奏状態不安に影響を与えることが示

され，仮説 1と 3は部分的に支持される結果と

なった。これは，普段から人前で行動する場面で

不安を感じやすい者ほど，演奏前にミスへのとら

われ認知が高まることで演奏状態不安が高まりや

すいということを意味する。先行研究では，対人

不安や完全主義と演奏不安の関係が個別に検討さ

れていたが，両者の交互作用については不明で

あった (e.g., Kenny et al., 2004)。本研究により，

両者の交互作用が明らかになった。医学の分野で

は，不安と完全主義を併せ持つ演奏家が局所性ジ

ストニアに罹りやすい傾向が見つかり，両者の交

互作用が演奏家にとって強い精神的ストレスをも

たらすことが示唆されている (Jabusch & Al-

tenmüller, 2004; Jabusch, Müller, & Altenmüller,

2004)。このことからも，対人不安傾向と完全主

義認知の交互作用が不適応的な演奏状態不安を促

進する可能性は十分にあり，本研究の結果は妥当

なものだと言える。

本研究から，演奏の実践に対してどのような示

唆が得られるだろうか。先行研究で，競技状態不

安とスポーツパフォーマンスの関連が強いことが

分かっている (Martens et al., 1990) ことから，演

奏場面においても，演奏状態不安が過度に高まっ

てしまった場合，演奏のパフォーマンスが損なわ

れる可能性が高い。これを避けるためには，聴衆

不安傾向とミスへのとらわれ認知の交互作用が起

こらないようにすることが必要である。

本研究で測定された聴衆不安傾向は安定的な

パーソナリティだったのに対し，ミスへのとらわ

れは自己志向的完全主義が活性化されて生じる一

時的な認知であったため，より修正が容易だと考

343対人不安傾向と完全主義認知が演奏状態不安に及ぼす影響



えられる。もともと聴衆不安が強い演奏者ほど，

本番が近づいてきたら，ミスへのとらわれ認知が

高くならないように特に留意すべきである。具体

的には，生徒が演奏に失敗した際に教師が不安を

取り除いたり（丸子，2003），本番の当日や前日

に本番のテンポで曲全体を通して弾く練習を避け

たりする 9)などの工夫が効果的だと考えられる。

一方聴衆不安は，ミスへのとらわれ認知よりも

改善が難しいものの，対人不安への介入で用いら

れているイクスポージャー法によって軽減される

可能性がある。Anderson, Rothbaum, & Hodges

(2003) は，スピーチ不安をもつ参加者に対して，

聴衆のいる教室の様子をビデオで見せるというイ

クスポージャー法を適用したところ，実際に不安

が低下した。演奏者も，閉じられた環境で個人練

習をするだけでなく，普段から人前で演奏する機

会を多くもつことで，聴衆不安傾向を弱め，演奏

状態不安の過度の高まりを予防できるかもしれな

い。

このように，本研究では対人不安や完全主義を

細分化して測定することで，演奏状態不安に影響

を及ぼす要素を絞り込み，実践的な示唆が得られ

た点で意義深い。

本研究の限界と将来の研究への示唆としては，

第一に，不適応的な演奏不安が高まることによっ

て実際にパフォーマンスが損なわれているかを検

討する必要がある。今後，複数の審査者による評

価と演奏者による自己評価を組み合わせるなど，

客観的に演奏者のパフォーマンスを評価する方法

を開発し，実際のパフォーマンスレベルを測定す

る調査を実施すべきである。第二に，調査協力者

は全員アマチュアのピアノ愛好家であったため，

本研究で得られた演奏不安の要因がプロの演奏家

や他の楽器の愛好家，声楽家においてもみられる

かを検討する必要がある。第三に，本研究では不

適応的な演奏不安の 1指標である状態不安に絞っ

て検討を行ったが，あくまで一般的な不安と共通

する要素しか測ることができていない。今後，信

頼性及び妥当性が高く，かつ演奏状態不安に特化

したアセスメント技法が開発されることが必要で

ある。最後に，本研究では，検討の対象が不適応

的な演奏不安に限られていた。Kobori & Tanno

(2005) によれば，高目標設置認知はポジティブ感

情に正の影響を与え，タスクのパフォーマンスと

も正の関連をもつ傾向がある。ゆえに適応的な演

奏状態不安と高目標設置との関連を検討すること

で，パフォーマンスの向上に直接的に寄与する知

見が得られる可能性がある。そのために，適応的

な演奏状態不安を明確に定義し，測定尺度を開発

することが求められる。
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Effects of Trait Social Anxiety and Cognitions of Perfectionism on

State Music Performance Anxiety

Michiko YOSHIE and Kazuo SHIGEMASU
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The purpose of the present study was to examine the relationship between trait social anxiety, cognitions

of perfectionism, and state music performance anxiety. Seventy-seven (77) members of a university piano

club completed the State-Trait Anxiety Inventory (Spielberger, Gorsuch, & Lushene, 1970) twice, before and

after their performance. In addition, as indices of main factors for state music performance anxiety, cogni-

tions of perfectionism before performance, audience and interaction anxieties, and self-oriented perfection-

ism were measured. Results showed that of two social anxiety tendencies, only audience anxiety, and of three

cognitions of perfectionism, only concern over mistakes significantly explained pre-performance state anxi-

ety. An interaction effect of the two variables was found; that is, audience anxiety significantly explained pre-

performance state anxiety only in high concern-over-mistakes group. These findings should provide some

practical suggestions for musicians and their educators.
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